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経ビジネス 1757 号 2014.9．）は興味深
い。米シリコンバレーでは、個別機能に特
化したロボット同士をネットでつなぎ、自
律的に連携し合うことで、全く新しい価値
を生み出す「スマロボ」を巡ってベンチャ
ー企業が熾烈な競争をしているという。
様々な機能を組み込むのではなく、特定の
機能を持ったロボットがネットを通じて結
びつくことを想定し、特定の機能に磨きを
かける競争が繰り広げられているという。
さらに将来的には、ロボット同士が情報の
やり取りをするだけではなく、ロボット同
士が連携して答えを探し自律的に行動する
ことで大きな価値を生み出す世界となると
みる。 
 シリコンバレーを追いかけるように中国
も接客サービスをするロボットや、小型無
人飛行機などの分野で高い技術力を持つ企
業が現れており、また政府としても海外で
活躍する研究者を中国に帰国させ、研究の
場を提供するなどしているという。 
 本特集では、日本のロボットは一体のロ
ボットにあらゆる機能を盛り込み、人に近
づけたいという思いが強いため、世界の潮
流から遅れてしまっていると指摘するが、
同時に、日本には長年培ってきたすぐれた
ロボット技術があり、これらをうまくつな
ぎ合わせればアメリカに引けを取らない独
自のスマロボの世界を提案できると指摘す
る。日本で生み出された技術として、気配
りにたけ、空気を読むことができる技術、
段差を超えて資格を検査する技術、ロボッ
トのあらゆる動作を制御する OS技術、複数
の人の話を聞きわける技術など様々な技術
があり、これらの技術をどのように組み合
わせ、つなげるかが今後の日本のロボット
産業にとって重要になると指摘している。 
 日本のロボット産業を考えるとき、単体
としてのロボットではなく、それらをつな
げるネットワーク化、ハイリスクハイリタ
ーンを目指すベンチャーとそれを支援する
政策及びそれに投資するベンチャーキャピ
タルとベンチャー企業を立ち上げようとす
る環境が求められる。 
